
一
、
は
じ
め
に

「
先
生
自
ら
言
う
。
予
は
三
体
を
用
い
て
史
を
詠
ず
。
七
言
絶
句
体
を
用
い
る
者
は
三
百
首
。
古
楽
府
体
な
る
者
は
二
百
首
。
古
楽
府
小

絶
句
体
な
る
者
は
四
十
首
。
絶
句
は
人
到
り
易
し
。
吾
が
門
の
章
木
之
を
能
く
す
。
古
楽
府
は
到
り
易
か
ら
ず
。
吾
が
門
の
張
憲
之
を
能
く

す
。
小
楽
府
に
至
り
て
は
、
二
三
子
能
わ
ず
、
惟
だ
吾
れ
の
み
之
を
能
く
す
。
故
五
峰
李
著
作
推
し
て
詠
史
の
上
手
と
為
す
と
云
う
。
至
正

丙
午
（
二
十
六
年
、
一
三
六
六
）
夏
五
上
吉
、
門
生
章
�
謹
し
み
て
拝
し
手
ず
か
ら
識
す
」（
四
部
叢
刊
本
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
巻
十
二
、

す
な
わ
ち
『
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
』
巻
二
。
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
後
述
）

楊
維
�
（
一
二
九
六
〜
一
三
七
〇
）
晩
年
の
自
己
認
識
で
は
、
彼
の
得
意
と
す
る
詩
の
形
式
は
「
小
楽
府
」
体
、
す
な
わ
ち
五
言
絶
句
体

の
楽
府
で
あ
っ
た
。
か
く
自
負
す
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
編
の
古
楽
府
体
、『
西
湖
竹
枝
歌
』
を
代
表
と
す
る
七
言

絶
句
体
ほ
ど
に
は
、
彼
の
小
楽
府
は
従
来
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
筆
者
が
思
う
に
、
小
楽
府
が
対
象
と
す
る
題
材
が
多
種
多
様

で
、
一
貫
し
た
楊
維
�
の
思
想
が
う
か
が
い
に
く
い
こ
と
、
わ
ず
か
二
十
字
の
み
に
よ
る
表
現
で
は
、
十
分
に
楊
維
�
の
心
の
襞
が
読
み
取

れ
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
一
首
、
否
一
句
、
一
字
の
妙
に
感
動
し
得
て
も
、
つ
い
に
小
楽
府
全
体
を
論
ず
る
に
は
至
り
に
く
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
筆
者
と
て
も
、
全
て
を
覆
う
よ
う
な
何
ら
か
の
理
論
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
楊
維
�
独
自
の
傾

向
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
見
出
せ
そ
う
な
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
を
試
み
た
い
。

楊
維
�
『
小
楽
府
』
に
つ
い
て

要

木

純

一

楊
維
�
『
小
楽
府
』
に
つ
い
て

二
三



二
、
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て

楊
維
�
の
詩
文
は
、
様
々
な
形
で
編
集
さ
れ
、
生
前
没
後
を
通
じ
て
、
定
本
と
呼
ぶ
べ
き
テ
ク
ス
ト
が
な
い
、
混
乱
し
た
有
様
で
あ
る
。

よ
う
や
く
最
近
鄒
志
方
氏
に
よ
っ
て
『
楊
維
�
詩
集
』（
浙
江
古
籍
出
版
社

一
九
九
四
）
が
ま
と
め
ら
れ
、
疑
わ
し
き
も
含
め
て
一
〇
四
三

首
に
の
ぼ
る
詩
の
全
貌
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
校
訂
に
便
な
ら
し
め
ん
と
し
て
重
複
を
避
け
て
い
る
た
め
に
、

楊
維
�
の
手
も
と
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
稿
本
の
原
形
を
不
完
全
な
が
ら
も
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
諸
テ
ク
ス
ト
内

の
編
次
は
、
相
当
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
本
論
文
は
で
き
る
だ
け
楊
維
�
生
前
の
真
意
に
迫
る
た
め
、
作
品
の
重
複
が
多
く
、

準
拠
し
た
原
テ
ク
ス
ト
の
編
輯
方
針
が
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
等
の
諸
問
題
が
あ
る
が
、
一
応
楊
維
�
本
人
の
監
修
の
も
と
で
編
輯
さ
れ
た
と

お
ぼ
し
き
『
四
部
叢
刊
』
所
収
の
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
十
六
巻
を
、
底
本
に
選
ん
だ
。

こ
の
本
は
実
は
二
テ
ク
ス
ト
を
合
本
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
六
巻
の
う
ち
、
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
は
、
呉
復
の
編
に
係
る
同

名
の
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』（
以
下
『
古
』
と
省
略
）
で
、
巻
首
に
呉
復
の
至
正
六
年
（
一
三
四
六
）
の
序
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

巻
十
一
か
ら
巻
十
六
ま
で
は
、『
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
』（
以
下
『
復
』
と
省
略
）
と
題
さ
れ
、
章
�
の
編
に
係
り
、
巻
十
一
の
前
に
章
�
の

至
正
二
十
四
年
（
一
三
六
四
）
の
序
が
あ
る
。
だ
が
テ
ク
ス
ト
の
中
に
は
後
の
年
号
も
含
ま
れ
て
お
り
（
本
論
文
の
冒
頭
の
引
用
も
そ
う
で

あ
る
）、
テ
ク
ス
ト
全
体
の
完
成
は
も
う
少
し
後
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、『
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
』
自
体
の
巻
数
と
と
も
に
、
合
本
と
し
て

の
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
全
体
に
お
け
る
巻
数
が
、
各
巻
の
最
初
に
附
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
論
文
で
扱
う
「
小
楽
府
」
は
、
こ
の
内
呉
復
編
の
『
古
』
巻
九
、
章
�
編
の
『
復
』
巻
二
及
び
巻
三
（
合
本
の
『
鉄
崖
先
生
古

楽
府
』
通
巻
で
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
十
二
、
巻
十
三
に
あ
た
る
）
の
計
三
巻
を
占
め
る
。『
古
』
巻
九
は
八
十
首
、『
復
』
巻
二
は
二
十
二
首
、
同

巻
三
は
二
十
四
首
を
収
め
る
が
、『
古
』
と
『
復
』
の
間
で
は
、
重
複
が
甚
だ
し
い
。
重
複
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
が
、

楽
府
題
が
異
な
っ
て
も
本
文
が
ほ
ぼ
一
致
す
れ
ば
同
一
作
品
と
見
な
し
、
楽
府
題
が
同
じ
で
も
本
文
が
相
当
に
異
な
っ
て
お
れ
ば
違
う
作
品

と
見
な
す
。
筆
者
の
勘
定
で
は
、『
復
』
巻
二
は
、
二
十
二
首
中
十
九
首
が
『
古
』
巻
九
と
重
複
し
、
同
巻
三
は
、
二
十
四
首
中
二
十
首
が

重
複
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
古
』
八
十
首
中
三
十
九
首
が
『
復
』
と
重
複
し
て
お
り
、『
復
』
に
の
み
あ
ら
わ
れ
る
詩
は
、
巻
二
に
三
首
、

巻
三
に
四
首
の
計
七
首
に
と
ど
ま
る
。
す
な
わ
ち
、『
古
』、『
復
』
併
せ
て
八
十
七
首
が
本
論
文
の
対
象
と
な
る
。

『
古
』
所
収
の
小
楽
府
と
『
復
』
所
収
の
そ
れ
と
の
関
係
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
が
、
い
か
な
る
原
テ
ク
ス
ト
に
拠
り
、
い
か
な

る
編
輯
が
加
え
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
前
に
、「
小
楽
府
」
の
定
義
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
、

筆
者
が
先
に
「
小
楽
府
」
体
は
五
言
絶
句
体
の
楽
府
で
あ
る
と
い
っ
た
の
は
、
少
し
く
楊
維
�
の
本
意
に
違
う
か
も
し
れ
な
い
。
楊
維
�
は

「
三
体
を
用
い
て
史
を
詠
ず
」
と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
詠
史
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
五
言
絶
句
体
の
み
を
、「
小
楽
府
」
の
名
称

で
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
こ
の
楊
維
�
の
言
葉
は
、『
復
』
巻
二
に
冠
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
巻
は
「
詠
史
」
の
詩
を
集

め
る
。
そ
し
て
、
次
の
巻
三
で
は
、「
香
閨
詩
」、
女
性
に
ま
つ
わ
る
五
言
絶
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
章
�
の
記
し
た
で
あ
ろ
う
序
に
い
う
。

「
先
生
自
ら
謂
う
。
余
の
二
十
字
の
香
閨
詩
は
乃
ち
是
れ
古
楽
府
の
辞
に
し
て
、
情
に
発
し
て
義
に
止
ま
る
の
化
也
。
例
す
る
に
艶
歌
小

詞
を
以
て
し
て
之
を
目
す
可
か
ら
ず
。
風
雅
の
目
を
具
う
る
者
は
、
当
に
自
ら
玉
台
香
奩
の
外
に
得
べ
き
也
」

わ
ざ
わ
ざ
「
二
十
字
の
香
閨
詩
」
と
標
榜
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、「
詠
史
」
の
「
小
楽
府
」
と
は
別
立
て
に
、
楊
維
�
は
認
識
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
呉
復
と
思
わ
れ
る
人
物
が
、『
古
』
巻
九
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
評
を
附
し
て
い
る
。

「
已
上
凡
そ
八
十
首
は
、
古
楽
府
の
小
体
な
り
。
間
ま
史
断
を
比
興
に
串
（
つ
ら
ぬ
）
く
者
有
り
。
尤
も
古
詩
人
の
難
し
と
す
る
也
。
国

風
は
色
を
好
み
て
而
し
て
淫
な
ら
ず
。
小
雅
は
怨
誹
し
て
而
し
て
乱
れ
ず
。
之
を
兼
ぬ
る
者
は
、
此
の
詩
焉
に
有
り
」

『
古
』
巻
九
は
、
こ
の
評
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
詠
史
」
に
当
た
る
も
の
も
「
香
閨
詩
」
に
当
た
る
も
の
も
と
も
に
収
め
て
い
る
の
で
、

「
五
言
絶
句
体
の
楽
府
」
を
い
い
た
い
な
ら
ば
、
こ
こ
の
「
古
楽
府
小
体
」
と
い
う
語
を
用
い
る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
れ

と
て
も
呉
復
の
用
語
に
す
ぎ
な
い
。
筆
者
と
し
て
は
、
簡
単
直
截
な「
小
楽
府
」の
三
文
字
を
好
む
の
で
、
や
は
り
こ
の
語
を
採
用
し
た
い
。

「
香
閨
詩
」
も
楊
維
�
の
つ
も
り
と
し
て
は
「
古
楽
府
の
辞
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
『
古
』
巻
九
に
他
の
五
言
絶
句
体
の
楽
府
と
入

り
乱
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
香
閨
詩
」
を
「
小
楽
府
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
も
あ
な
が
ち
楊
維
�
の
意
に

背
く
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。

「
小
楽
府
」
の
語
に
関
し
て
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に
す
る
。
小
楽
府
の
各
テ
ク
ス
ト
の
序
跋
を
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
が
、
こ
こ
で
筆
者
が
気
に

な
る
の
は
、
序
跋
等
に
よ
っ
て
も
、
テ
ク
ス
ト
成
立
の
謎
が
十
分
に
解
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い
や
む
し
ろ
ま
す
ま
す
矛
盾
が
増
大
す
る
と

二
四
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い
っ
て
も
よ
い
。

テ
ク
ス
ト
に
関
す
る
疑
問
は
、『
四
庫
全
書
』（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
台
湾
商
務
印
書
館

一
九
八
六
）
所
収
の
『
復
古
詩
集
』
の
『
提

要
』
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
�
の
序
称
す
ら
く
、
前
後
製
す
る
所
を
輯
む
る
者
は
二
百
首
、
呉
復
の
編
す
る
所
を
連
ね
て
又
三
百
首
と
。
而
る
に
今
一
百
五
十
二
首

に
止
ま
る
。
数
は
相
符
せ
ず
。
或
い
は
後
人
已
に
刪
削
す
る
所
有
り
て
完
本
に
非
ざ
る
歟
」

章
�
の
序
に
い
う
収
録
作
品
数
と
、
実
際
の
数
と
の
不
一
致
を
指
摘
し
て
、
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
疑
う
。
そ
し
て
、
呉
復
編

の
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
と
の
重
複
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

「
古
楽
府
諸
篇
は
す
な
わ
ち
『
鉄
崖
楽
府
』
と
相
複
す
る
者
数
十
首
、
而
し
て
稍
や
異
同
有
り
。『
石
婦
操
』
の
如
き
は
、「
山
夫
山
花
を

折
る
」
の
句
の
上
に
『
楽
府
』
本
に
は
尚
お
「
峨
々
た
り
孤
竹
の
岡
、
上
に
石
新
婦
有
り
」
の
二
句
有
り
。「
山
頭
石
婦
に
朝
す
」
の
句
は
、

『
楽
府
』
本
は
「
歳
歳
山
頭
に
石
婦
を
歌
う
」
に
作
る
。
又
『
烽
燧
曲
』
一
首
は
、『
楽
府
』
本
は
上
二
句
を
以
て
下
二
句
に
作
り
、
そ
の
文

互
い
に
顛
倒
有
り
。
又
『
楽
府
』
本
所
載
の
詩
題
の
此
の
本
と
異
な
る
者
は
、『
北
郭
詞
』
の
『
屈
婦
詞
』
に
作
り
、『
秦
宮
曲
』
の
『
桑
陰

曲
』
に
作
り
、『
合
歓
詞
』
の
『
生
合
歓
』
に
作
り
、『
空
桑
曲
』
の
『
高
楼
曲
』
に
作
る
が
如
し
。
此
の
類
は
一
に
し
て
而
し
て
足
ら
ず
。

蓋
し
呉
復
『
鉄
崖
楽
府
』
を
編
す
る
は
至
正
六
年
に
在
り
。
�
此
の
集
を
編
す
る
は
至
正
二
十
四
年
に
在
り
。
相
距
つ
る
こ
と
二
十
載
に
幾

し
。
殆
ど
維
�
は
旧
稿
に
於
い
て
又
改
定
す
る
所
有
り
て
、
故
に
�
拠
っ
て
而
し
て
之
を
録
せ
し
な
ら
ん
。
此
当
に
其
の
定
本
に
従
う
べ
し
」

こ
こ
に
『
古
』
と
『
復
』
と
の
間
で
異
同
有
る
も
の
と
し
て
引
く
例
は
、
石
婦
操
（『
古
』
巻
一
、『
復
』
巻
一
、
琴
操
）
以
外
、
皆
小
楽

府
の
詩
で
あ
る
。『
四
庫
全
書
』
本
『
復
古
詩
集
』
は
、
呉
復
編
の
『
古
楽
府
』
に
重
複
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
に
つ
い
て
、
一
々
題
下

に
注
記
が
し
て
あ
る
。
そ
れ
ら
を
閲
し
て
も
、
殆
ど
が
小
楽
府
に
集
中
し
て
い
る
。『
復
』
所
収
の
他
の
形
式
の
詩
が
、『
古
』
に
収
め
ら
れ

て
い
な
い
も
の
を
補
う
と
い
う
編
輯
方
針
で
あ
り
そ
う
な
の
に
対
し
て
、
小
楽
府
に
限
っ
て
八
、
九
割
が
重
複
し
て
載
せ
て
い
る
の
は
ど
う

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
詩
題
、
字
句
に
異
同
が
多
い
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
は
な
は
だ
根
拠
不
十
分
で
あ
り
、
謎
が
解
け
た
と
は
と
て
も
い
え
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
一
つ
の
仮
説
を
立
て
た
い
。
鍵
は
、

『
復
』
に
の
み
、
黄
�
の
評
が
付
け
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
黄
�
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、『
元
人
伝
記
資
料
索
引
』（
新
文
豊
出
版
社

一
九

八
一
）
の
項
目
を
引
く
。

「
黄
�
（
一
二
七
七
〜
一
三
五
七
）。
字
は
晋
卿
、
義
烏
の
人
。
博
学
に
し
て
文
辞
に
工
み
な
り
。
延
祐
二
年
進
士
の
第
に
登
り
、
寧
海
県

丞
を
授
け
ら
れ
、
諸
曁
州
判
、
翰
林
応
奉
を
歴
て
、
国
子
博
士
に
転
じ
、
出
で
て
江
浙
儒
学
提
挙
と
為
る
。
至
正
三
年
辞
し
て
帰
り
、
秘
書

少
監
を
以
て
致
仕
す
。
七
年
起
し
て
翰
林
直
学
士
と
為
り
、
侍
講
に
陞
る
。
十
年
復
た
帰
り
、
十
七
年
卒
す
。
歳
八
十
一
。
文
献
と
諡
す
。

著
に
『
金
華
黄
先
生
文
集
』
四
十
三
巻
、『
日
損
斎
筆
記
』
一
巻
有
り
」

黄
�
は
、
楊
維
�
の
敬
愛
し
た
詩
人
、
学
者
で
因
縁
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
今
、
孫
小
力
氏
の
『
楊
維
禎
年
譜
』（
復
旦
大
学
出
版
社

一
九
九
七
）
で
、
両
者
の
交
流
を
拾
う
。「
廉
夫
（
楊
維
�
の
字
）
果
た
し
て
『
春
秋
』
を
以
て
郷
試
に
中
る
。
・
・
・
時
に
黄
�
は
諸

曁
の
判
官
為
り
、
詩
有
り
て
、
之
の
北
上
し
て
考
に
赴
く
に
送
る
」（
泰
定
三
年

一
三
二
六
の
条
）。
楊
維
�
が
郷
試
に
合
格
し
た
と
き
か

ら
交
際
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
進
士
の
第
に
登
っ
た
楊
維
�
が
、
都
よ
り
帰
っ
て
天
台
に
赴
任
す
る
と
き
も
、「
黄
�
詩
有
り
て
贈

行
す
」（
天
暦
元
年

一
三
二
八
）。
翌
年
、
黄
�
と
と
も
に
郷
試
の
試
験
官
と
な
っ
た
。「
八
月
、
黄
�
と
同
に
銭
唐
に
適
き
、
江
浙
郷
試
房

官
に
任
ぜ
ら
る
。
�
は
時
に
与
に
巻
を
議
し
、
其
の
去
取
を
決
す
」（
天
暦
二
年

一
三
二
九
）。
黄
�
の
代
筆
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。「
正

月
・
・
・
黄
�
は
江
浙
儒
学
に
提
挙
た
り
。
門
に
踵
り
て
文
を
謁
す
る
者
は
殆
ど
虚
日
無
し
。
後
、
廉
夫
杭
に
適
く
に
、
黄
氏
多
く
其
の
筆

を
取
り
て
代
応
し
、
並
び
に
廉
夫
の
文
を
為
る
こ
と
灑
脱
に
し
て
拘
ら
ざ
る
を
賛
す
」（
至
正
元
年

一
三
四
一
）。
そ
の
後
、
黄
�
は
致
仕

帰
郷
す
る
の
で
あ
る
が
、
交
流
は
続
く
。「
冬
、
黄
�
は
杭
に
適
き
、
石
を
買
い
て
、
先
君
墓
道
碑
を
作
る
。
廉
夫
・
・
・
諸
人
は
之
と
偕

に
遊
処
す
。
十
月
二
十
三
日
、
廉
夫
は
文
を
以
て
�
の
里
に
帰
る
を
送
る
」（
至
正
五
年

一
三
四
五
）。

至
正
七
年
（
一
三
四
七
）、
黄
�
は
再
び
都
に
出
仕
し
、
十
年
（
一
三
五
〇
）、
官
を
辞
し
て
、
今
度
こ
そ
本
当
に
退
隠
す
る
。
孫
小
力
氏

に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
二
人
の
親
密
な
間
柄
に
ひ
び
が
入
る
よ
う
な
行
き
違
い
が
生
じ
た
ら
し
い
。「
秋
、
黄
�
は
貿
然
と
し
て
老
を
告
げ

て
南
帰
す
る
も
、
使
者
追
い
て
還
ら
し
む
。
道
に
廉
夫
に
遇
い
、
其
の
『
三
史
正
統
弁
』
を
賞
し
、
薦
挙
せ
ん
と
欲
す
」（
至
正
九
年

一
三

四
九
）。「
十
二
月
・
・
・
杭
州
に
抵
る
。
黄
�
の
致
仕
し
て
南
還
す
る
に
値
い
、
銭
塘
の
寓
所
に
邂
逅
す
。
�
の
朋
党
の
嫌
を
避
け
て
為
に

引
薦
せ
ざ
る
を
憤
り
、
文
を
撰
し
て
之
を
譏
る
」（
至
正
十
年

一
三
五
〇
）。『
三
史
正
統
弁
』
は
、
南
宋
の
正
統
性
を
主
張
し
て
、
一
世
を

風
靡
し
た
『
正
統
弁
』（
全
文
は
『
四
部
叢
刊
』
本
『
清
江
貝
先
生
集
』
所
収
の
貝
瓊
『
鉄
崖
先
生
伝
』
に
引
く
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
章
を
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評
価
し
た
黄
�
は
、
楊
維
�
を
史
官
と
し
て
引
き
立
て
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
朋
党
の
疑
い
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
を
口
実
に

し
て
、
結
局
は
果
た
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
食
言
を
恨
ん
で
、
批
判
文
（『
金
華
先
生
避
党
弁
』。『
全
元
文
』
四
二
（
鳳
凰
出
版
社

二
〇
〇

四
）
巻
一
三
二
四
所
収
）
を
書
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
が
あ
っ
て
か
ら
、
二
人
の
交
流
は
途
絶
え
た
ら
し
く
、
や
が
て
数
年
後

黄
�
は
死
ぬ
。「
閏
九
月
五
日
、
黄
�
は
世
を
謝
す
。
其
の
徒
を
以
て
墓
銘
を
撰
せ
ん
こ
と
を
請
う
」（
至
正
十
七
年

一
三
五
七
）。
楊
維
�

の
文
集
で
あ
る
『
四
部
叢
刊
』
本
『
東
維
子
文
集
』
巻
二
十
四
に
は
『
故
翰
林
侍
講
学
士
金
華
先
生
墓
誌
銘
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
至

正
十
年
の
二
人
の
諍
い
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
晩
年
疎
遠
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
黄
�
へ
の
敬
意
を
な
お
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
黄
�
が
、
い
か
な
る
経
緯
に
よ
っ
て
か
、
楊
維
�
の
詩
に
評
点
を
加
え
、
そ
れ
が
『
復
』
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
評
点
は
い
つ
加
え
ら
れ
た
の
か
も
、
年
号
が
附
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
黄
�
の
没
年
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、

孫
小
力
氏
の
説
の
と
お
り
、
至
正
十
年
（
一
三
五
〇
）
に
、
楊
維
�
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
に
な
る
。

至
正
七
年
（
一
三
四
七
）
か
ら
十
年
ま
で
、
黄
�
は
基
本
的
に
都
に
出
仕
し
て
い
た
。
至
正
九
年
に
楊
維
�
と
会
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
し
い

し
、
書
信
に
よ
っ
て
遠
く
評
を
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
筆
者
は
、
さ
ら
に
前
の
、
両
者
が
き
わ
め
て
親
密
だ
っ

た
頃
の
こ
と
と
考
え
た
い
。

『
復
』
巻
一
に
収
め
る
琴
操
の
作
品
群
に
も
黄
�
は
評
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
巻
の
冒
頭
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
楊
維
�
自
身
の
『
琴
操
序
』

は
、
至
正
辛
巳
（
元
年
、
一
三
四
一
）
秋
九
月
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
遠
く
な
い
時
期
に
黄
�
の
評
を
仰
い
だ
の
で
は
な
い

か
。
折
し
も
楊
維
�
は
黄
�
の
代
筆
を
す
る
な
ど
、
親
し
く
交
際
し
て
い
た
。
至
正
三
年
（
一
三
四
三
）、
黄
�
は
い
っ
た
ん
職
を
辞
し
て

故
郷
に
帰
る
の
で
、
こ
の
至
正
最
初
の
二
、
三
年
間
に
、
彼
の
評
が
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
と
筆
者
は
臆
測
す
る
。

筆
者
が
要
す
る
に
こ
こ
で
言
い
た
い
こ
と
は
、『
復
』
に
は
至
正
二
十
四
年
（
一
三
六
四
）
の
序
が
あ
る
が
、
所
収
作
品
の
多
く
は
、
実

は
か
な
り
早
く
作
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
至
正
六
年
（
一
三
四
六
）
の
序
が
あ
る
『
古
』
の
成
立
と
同
時
期
、

或
い
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
そ
れ
よ
り
も
前
に
原
テ
ク
ス
ト
の
大
部
分
が
形
成
さ
れ
、
黄
�
の
評
点
を
得
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
黄
�
の
評
点
で
あ
る
が
、『
復
』
の
各
巻
の
間
で
、
少
し
く
相
違
が
あ
る
。
巻
五
、
巻
六
で
は
、
黄
�
の
評
と
巻
頭
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
黄
�
の
評
は
見
あ
た
ら
な
い
。
巻
五
に
は
『
香
奩
集
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
序
に
は
至
正
丙
午
（
二
十
六
年

一
三

六
六
）
の
年
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
も
巻
五
、
巻
六
は
、
黄
�
没
後
に
制
作
さ
れ
た
か
、
編
輯
さ
れ
た
新
し
い
部
分
で
あ
り
、
他
の
巻

に
倣
っ
て
、
惰
性
で
黄
�
評
を
う
た
っ
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
巻
一
か
ら
巻
四
に
は
評
点
が
あ
る
が
、
巻
一
と
巻
四
は「
太

史
曰
」（
太
史
は
黄
�
の
官
職
の
雅
称
）
で
評
語
が
始
ま
る
の
に
対
し
て
、
巻
二
と
巻
三
す
な
わ
ち
小
楽
府
の
部
分
は
「
評
云
」
で
始
ま
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
小
楽
府
は
、
他
の
詩
と
違
う
時
期
に
、
ひ
と
く
く
り
に
し
て
黄
�
の
評
を
仰
い
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
推
理
す
る
。
小
楽
府
が
自
ら
の
本
領
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
楊
維
�
は
、
小
楽
府
の
み
を
集
め
た
家
蔵

の
テ
ク
ス
ト
を
作
っ
た
。
そ
れ
は
、『
古
』
巻
九
所
収
の
も
の
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
、
自
信
作
と
い
う
か
、
自
ら
の
も
つ

小
楽
府
の
理
想
像
に
近
い
作
品
を
さ
ら
に
選
ん
で
小
冊
子
を
作
っ
て
黄
�
に
示
し
た
。
そ
れ
が
『
復
』
巻
二
、
巻
三
所
収
の
四
十
六
首
で
あ

る
。
そ
の
際
、
家
蔵
の
テ
ク
ス
ト
に
な
い
新
し
い
作
品
も
付
け
加
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
家
蔵
の
テ
ク
ス
ト
の
方
も
、
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
、

『
古
』
の
八
十
首
の
形
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
考
え
る
理
由
の
一
つ
に
、『
古
』
巻
九
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
、
同
一
楽
府
題
下
の
数
首
か
ら
な
る
連
作
の
多
く
が
、『
復
』
の

方
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
『
小
臨
海
曲
』
十
首
、『
桂
林
五
千
里
』
四
首
。『
采
蓮
曲
』
や
『
楊
柳
詞
』
の
連
作
は
そ

の
ま
ま
採
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
二
首
の
み
か
ら
成
り
立
つ
。『
三
閣
詞
』に
至
っ
て
は
、
劉
禹
錫
の
創
始
し
た
楽
府
題
で
四
首
一
セ
ッ

ト
の
は
ず
だ
が
、
第
一
首
と
第
三
首
の
み
を
選
ん
で
い
る
。
し
か
も
第
三
首
は『
臙
脂
井
』と
名
を
改
め
て
別
作
品
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ど
う
も
、『
復
』
の
小
楽
府
は
、
一
首
二
十
字
だ
け
で
勝
負
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
濃
厚
な
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、『
古
』
八
十
首
の
第
一
首

か
ら
第
十
六
首
ま
で『
復
』巻
二
と
重
複
す
る
詩
が
集
中
し
、
第
十
八
首
か
ら
第
四
十
六
首
ま
で
が
巻
三
と
重
複
す
る
詩
が
集
中
す
る
の
も
、

『
古
』
巻
九
に
近
い
テ
ク
ス
ト
か
ら
、『
復
』
巻
二
と
巻
三
所
収
の
作
品
が
選
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
を
補
強
す
る
。
た
だ
し
、
詩
一
首

一
首
の
配
列
は
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
の
は
、
解
せ
な
い
所
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
四
庫
提
要
』
が
説
く
よ
う
に
、『
復
』
所
収
の
小
楽
府

は
、
楊
維
�
晩
年
の
「
定
本
」
な
ど
で
は
あ
る
ま
い
。『
古
』
も
『
復
』
も
い
わ
ば
永
遠
の
未
定
稿
で
あ
り
、
我
々
は
楊
維
�
の
不
断
に
し

て
や
ま
な
い
、
文
学
精
神
の
軌
跡
を
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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三
、
復
古
で
あ
っ
て
復
古
で
な
い

さ
て
、
小
楽
府
制
作
に
於
い
て
、
楊
維
�
は
何
を
狙
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
か
な
か
真
意
を
つ
か
ま
せ
な
い
、
食
え
な
い
作
家
だ
と

い
う
の
が
、
筆
者
の
楊
維
�
に
対
す
る
印
象
で
あ
る
。
楊
維
�
の
た
く
ら
み
を
見
抜
く
た
め
に
は
、
漫
然
と
一
首
一
首
を
解
釈
す
る
方
法
で

は
分
か
ら
な
い
。
少
し
踏
み
込
ん
で
考
え
て
み
た
い
。

筆
者
は
「
復
古
」
と
「
新
奇
」
の
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
小
楽
府
の
謎
に
迫
り
た
い
。
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
文
学
評
論
の
常
套

で
は
あ
り
、
詩
人
、
い
や
一
般
人
の
日
常
的
な
思
考
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
楊
維
�
は
そ
れ
を
見
越
し
て
、
つ
ま
り「
復
古
」、「
新

奇
」
と
規
定
さ
れ
る
の
は
承
知
の
上
で
、
外
面
的
に
は
そ
の
装
い
を
し
つ
つ
、
そ
の
奥
に
何
か
彼
独
自
の
過
剰
な
も
の
、
歪
ん
だ
も
の
を
秘

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
「
復
古
」。『
古
楽
府
』、『
復
古
詩
集
』
と
い
う
書
名
か
ら
し
て
、「
復
古
」
を
楊
維
�
が
旗
印
と
し
て
掲
げ
て
い
た
こ
と
は
言
を

ま
つ
ま
い
。
小
楽
府
に
お
い
て
は
、
復
古
ら
し
い
外
貌
は
よ
り
徹
底
し
て
い
る
。
ま
ず
、
史
上
の
人
物
や
事
件
を
詠
む
場
合
、
基
本
的
に
魏

晋
南
北
朝
す
な
わ
ち
古
楽
府
盛
行
の
時
代
よ
り
も
以
前
に
限
ら
れ
て
い
る
点
が
特
筆
に
値
す
る
。
長
編
の
古
楽
府
や
七
言
絶
句
体
楽
府
は
、

少
数
で
あ
っ
て
も
、
近
い
時
代
の
宋
元
革
命
か
ら
同
時
代
の
事
件
を
題
材
に
し
た
も
の
が
存
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
楽
府
は
、『
摘
瓜

詞
』（
古
９
、
復
二
２１
・
摘
瓜
辞
。『
古
』
巻
九
の
九
番
目
、『
復
』
巻
二
の
二
十
一
番
目
の
詩
、『
復
』
は
『
摘
瓜
辞
』
に
作
る
と
い
う
意
味
。

以
下
同
様
。
附
録
の
『
楊
維
�
『
小
楽
府
』
目
録
』
を
参
照
）
が
、
則
天
武
后
が
実
子
を
次
々
と
殺
し
た
所
行
を
諷
す
る
の
が
、
取
材
す
る

時
代
と
し
て
最
も
新
し
い
。

「
黄
台
八
瓜
熟
し
、
瓜
熟
し
て
�
綿
綿
た
り
。
惟
だ
大
瓜
の
好
き
有
る
の
み
な
る
も
、
狐
来
た
り
て
瓜
已
に
穿
た
れ
た
り
」

も
っ
と
も
、『
賭
春
曲
』（
古
３６
、
復
三
１３
）、『
生
合
歓
』（
古
３９
、
復
三
６
・
合
歓
辞
）
は
、
自
注
も
し
く
は
呉
復
の
注
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、

『
粧
楼
記
』、『
物
類
相
感
志
』
に
よ
る
と
あ
り
、『
説
郛
三
種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）
で
は
、
前
者
を
南
唐
の
張
泌
、
後
者
を
北

宋
の
蘇
軾
の
編
に
比
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
語
句
、
情
景
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
特
定
の
史
上
の
人
物

を
詠
ん
だ
詩
と
は
見
な
せ
な
い
の
で
、
度
外
視
す
る
。（
な
お
、『
物
類
相
感
志
』
は
『
説
郛
』
本
、『
叢
書
集
成
新
編
』
本
で
閲
し
た
が
、

注
所
引
の
当
該
の
条
（「
蜂
�
は
大
長
囲
一
丈
、
其
の
根
を
綴
る
者
は
、
七
姑
汁
な
り
。
猶
お
漆
の
類
の
如
き
也
」）
を
見
出
せ
な
い
。『
粧

楼
記
』
の
方
の
条
は
注
所
引
の
文
と
字
句
を
少
し
く
異
に
す
る
が
、『
説
郛
』
本
に
あ
り
）

そ
し
て
、
一
般
に
楊
維
�
の
楽
府
は
そ
う
な
の
だ
が
、『
楽
府
詩
集
』所
載
の
、
過
去
の
作
品
を
綿
密
に
研
究
し
て
い
る
。『
生
合
歓
』も
、

晋
の
楊
方
の
『
合
歓
詩
』（『
楽
府
詩
集
』（
中
華
書
局

一
九
七
九
）
巻
七
十
六
）
の
焼
き
直
し
で
あ
る
こ
と
の
ほ
う
が
、『
物
類
相
感
志
』
の

記
述
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
大
事
で
あ
る
。

「
朝
に
生
合
歓
と
作
り
、
莫
に
生
離
泣
と
作
る
。
安
く
に
か
並
蔕
の
堅
き
を
得
て
、
堅
き
こ
と
七
姑
汁
に
似
ん
」（『
生
合
歓
』）

「
・
・
・
情
は
金
石
を
断
つ
に
至
り
、
膠
漆
も
未
だ
牢
し
と
為
さ
ず
。
但
だ
願
わ
く
は
長
え
に
別
る
る
無
く
、
形
を
合
わ
せ
て
一
躯
と
作

ら
ん
。
生
き
て
は
身
を
併
す
る
物
と
為
り
、
死
し
て
は
棺
を
同
じ
う
す
る
灰
と
為
ら
ん
」（『
合
歓
詩
』
第
一
首
）

小
楽
府
の
楽
府
題
は
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
、
楊
維
�
が
新
た
に
創
出
し
た
も
の
が
、
混
じ
り
合
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
ど
の
詩
も
、『
楽
府
詩
集
』
の
深
い
研
究
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
、『
楽
府
詩
集
』
を
経
典
の
ご
と
く
に
奉
じ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
。
そ
の
こ
と
を
『
呉
子
夜
四
時
歌
』
四
首
（
古
５１
〜
５４
）
で
見
て
み
よ
う
。
こ
の
楽
府
題
自
体
は
至
極
有
名
で
、
歴
代
模
作
者

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。楊
維
�
も
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
作
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
一
言
で
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。し
か
し
、

題
の
下
の
小
字
注
「
劉
�
体
に
効
っ
て
作
る
」
と
い
う
記
述
が
読
者
を
戸
惑
わ
せ
る
。『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
�
欽
立
輯
校

中
華
書

局

一
九
八
三
）
の
劉
�
の
項
（
晋
詩
巻
十
一
）
を
閲
し
て
も
、『
子
夜
歌
』、『
子
夜
四
時
歌
』
の
楽
府
題
の
詩
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
、
劉
�
と
い
え
ば
、
晋
王
朝
を
救
お
う
と
し
た
武
人
、
そ
の
詩
も
雄
渾
悲
壮
で
、
お
よ
そ
男
女
の
愛
情
を
詠
み
上
げ
る『
子
夜
歌
』

等
と
は
反
対
の
作
風
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
も
『
楽
府
詩
集
』
を
繙
く
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
。『
子
夜
歌
』、『
子
夜
四
時
歌
』
の
類
の
楽

府
題
の
下
に
は
、
劉
�
の
名
は
な
い
。
し
か
し
、
巻
六
十
三
に
、
晋

劉
�
の
作
と
し
て
『
胡
姫
年
十
五
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
虹
梁
は
暁
日
に
照
り
、
�
水
は
香
蓮
を
泛
ば
す
。
如
何
ぞ
十
五
の
少
き
に
、
笑
い
を
含
む
酒
�
の
前
。
花
は
面
と
将
（
と
も
）
に
自
ら

許
し
、
人
は
影
と
共
に
相
憐
れ
む
。
頭
を
回
ら
せ
ば
百
万
に
堪
え
、
価
重
く
し
て
時
年
を
為
（
す
ご
）
す
」

中
華
書
局
本
で
は
、
こ
の
後
に
注
が
あ
っ
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
晋
劉
�
、『
詩
紀
』
巻
一
一
に
「『
楽
府
』
に
晋
劉
�
に
作
り
、『
五
言
律
祖
』
に
梁
劉
�
に
作
る
。
然
れ
ど
も
晋
に
未
だ
律
体
有
ら
ず
、『
律

三
〇
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祖
』
は
或
い
は
考
す
る
有
る
也
」
と
。
按
ず
る
に
此
れ
は
必
ず
晋
劉
�
の
作
に
非
ず
」

と
、
晋
の
劉
�
が
作
者
で
は
な
い
と
断
言
す
る
。
か
く
出
自
は
怪
し
い
の
で
あ
る
が
、
楊
維
�
に
と
っ
て
は
『
楽
府
詩
集
』
の
説
は
あ
く
ま

で
も
正
し
く
、
劉
�
も
こ
の
よ
う
な
詩
を
作
る
一
面
も
あ
っ
た
と
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
楊
維
�
の
『
呉
子
夜
四
時
歌
』
は
、
あ
た
か
も
『
胡

姫
年
十
五
』
の
胡
姫
が
長
じ
て
、
夫
の
身
を
気
づ
か
う
賢
妻
と
な
っ
た
姿
を
詠
む
か
の
如
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
第
四
首
。

「
樺
烟
席
を
嘘
き
て
暖
か
な
ら
し
め
、
寒
漏
の
長
き
を
知
ら
ず
。
朝
来
玉
壺
氷
る
、
君
が
為
に
衣
裳
を
添
う
」

あ
く
ま
で
も
『
楽
府
詩
集
』
と
い
う
眼
鏡
を
通
し
て
で
あ
る
が
、
楊
維
�
は
、
彼
な
り
に
信
ず
る
と
こ
ろ
の
「
復
古
」
を
目
指
し
て
、
小

楽
府
の
制
作
に
没
頭
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
復
古
精
神
に
は
い
さ
さ
か
過
剰
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
、
楽
府
の
発
生
発
展
し
た
漢
魏

の
作
品
の
模
倣
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
代
を
さ
ら
に
遡
っ
て
、
上
古
の
『
詩
経
』
の
精
神
を
小
楽
府
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。
先
に
引
用
し
た

呉
復
の
小
楽
府
に
対
す
る
評
に
も
、「
間
ま
史
断
を
比
興
に
串
く
者
有
り
。
尤
も
古
詩
人
の
難
し
と
す
る
也
」
と
あ
っ
た
。「
古
詩
人
」
は
無

論
『
詩
経
』
の
作
者
達
の
こ
と
で
あ
る
。『
復
』
の
冒
頭
に
あ
る
『
輯
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
序
』
に
も
、

「
季
世
に
生
ま
る
る
も
而
し
て
詩
を
古
に
為
ら
ん
と
欲
す
。
斉
梁
を
度
越
し
て
、
漢
魏
を
追
踪
し
、
而
し
て
上
は
騒
雅
に
薄
る
」

と
、
楊
維
�
の
上
古
に
ま
で
復
古
し
よ
う
と
す
る
精
神
を
た
た
え
て
い
る
。

『
詩
経
』
を
意
識
し
て
小
楽
府
を
作
っ
た
こ
と
が
人
に
理
解
さ
れ
ぬ
こ
と
を
恐
れ
て
、
自
作
に
わ
ざ
わ
ざ
注
を
つ
け
て
そ
の
旨
を
明
ら
か

に
し
た
ら
し
い
作
品
が
い
く
つ
か
あ
る
。『
清
塘
曲
』（『
古
』
２９
）。

「
相
値
う
清
塘
の
道
、
儂
が
家
は
�
郷
に
似
た
り
。
清
塘
は
無
限
に
好
し
、
相
約
し
て
芳
唐
を
采
ら
ん
」

こ
の
詩
に
対
し
て
、
小
字
の
注
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
�
郷
は
古
の
朝
哥
也
。
芳
唐
は
女
蘿
也
。『
�
有
梅
』
は
時
の
過
ぐ
る
を
傷
む
と
雖
も
、
必
ず
士
の
求
む
る
を
待
つ
也
。『
清
塘
』
は
未

だ
然
ら
ず
。
蓋
し
之
を
刺
る
」

こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
が
「
�
郷
」
す
な
わ
ち
「
朝
哥
」
は
『
詩
経
』
�
風
の
『
桑
中
』
に
出
て
く
る
地
名
で
あ
る
。

「
爰
に
唐
を
采
る
矣
、
�
の
郷
に
矣
。
云
（
こ
こ
）
に
誰
を
か
之
思
う
、
美
な
る
孟
姜
矣
。
・
・
・
」

『
桑
中
』
の
序
に
よ
れ
ば
、

「『
桑
中
』
は
奔
を
刺
る
也
。
衛
の
公
室
は
淫
乱
に
し
て
男
女
相
奔
る
。
世
族
在
位
に
到
る
ま
で
、
妻
妾
を
相
盗
み
、
幽
遠
に
期
す
。
政
散

じ
民
流
れ
て
而
し
て
止
む
可
か
ら
ず
」

『
清
塘
曲
』
は
、
こ
の
『
桑
中
』
詩
に
比
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
詩
経
』
召
南
の
『
�
有
梅
』
が
、

「
�
（
お
）
ち
て
梅
有
り
、
其
の
実
は
七
兮
。
我
を
求
む
る
庶
士
よ
、
其
の
吉
に
�
べ
兮
」

と
、
時
が
無
為
に
去
る
の
を
心
配
し
な
が
ら
も
、
男
の
求
愛
を
待
つ
、
礼
に
か
な
っ
た
女
子
を
詠
む
の
に
対
し
て
、『
清
塘
曲
』
は
『
桑
中
』

同
様
、
女
か
ら
男
に
声
を
か
け
る
は
し
た
な
い
淫
奔
を
責
め
た
詩
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
奔
放
な
愛
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
小
楽
府
と
し
て
鑑

賞
す
る
の
が
素
直
な
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
、『
詩
経
』
の
あ
れ
こ
れ
の
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
位
置
づ
け
な
く
て
は
気

の
済
ま
な
い
、
楊
維
�
の
復
古
精
神
の
過
剰
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、『
春
波
曲
』（
古
３０
、
復
三
１７
）

「
家
は
春
波
の
上
に
在
り
、
春
深
き
も
未
だ
帰
る
を
得
ず
。
桃
花
新
水
長
じ
、
応
に
浣
花
磯
を
没
す
べ
し
」

こ
れ
が
『
詩
経
』
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
と
は
普
通
思
う
ま
い
。
と
こ
ろ
が
、
楊
維
�
は
注
を
つ
け
て
い
う
。

「『
竹
竿
』の
詩
は
答
え
見
れ
ざ
る
を
以
て
而
し
て
帰
る
を
思
う
。
終
い
に
未
だ
嘗
て
夫
の
過
ち
を
言
わ
ず
。
此
れ
其
の
忠
厚
の
情
也
。『
春

波
』
の
旨
も
亦
た
然
り
」

『
詩
経
』
衛
風
『
竹
竿
』、

「
�
�
た
る
竹
竿
、
以
て
淇
に
釣
る
。
豈
に
爾
を
思
わ
ざ
ら
ん
や
、
遠
ざ
け
て
之
を
致
す
莫
し
。
・
・
・
」

そ
の
序
に
は
、

「『
竹
竿
』
は
、
衛
女
の
帰
る
を
思
う
也
。
異
国
に
適
き
て
而
し
て
答
え
見
れ
ず
。
思
い
て
而
し
て
能
く
礼
を
以
て
す
る
者
也
」

と
あ
る
。
一
見
『
詩
経
』
と
関
係
な
さ
そ
う
な
『
春
波
曲
』
も
、
夫
に
見
捨
て
ら
れ
、
故
郷
に
も
帰
る
に
帰
れ
な
い
女
が
、
そ
れ
で
も
夫
を

恨
ま
な
い
健
気
さ
を
詠
っ
て
い
る
点
で
は
『
竹
竿
』
と
相
通
ず
る
と
い
う
の
だ
。
夫
を
非
難
す
る
言
葉
を
発
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
作
っ
た
の
が
、
こ
の
『
春
波
曲
』
の
眼
目
だ
と
い
う
楊
維
�
の
説
明
に
は
、
少
し
く
無
理
が
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
え
る

の
だ
が
。
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以
上
は
、
復
古
と
い
っ
て
も
、
い
さ
さ
か
行
き
す
ぎ
の
感
が
あ
っ
て
、
歪
ん
だ
復
古
、
復
古
な
ら
ざ
る
復
古
と
な
っ
て
い
る
例
を
挙
げ
た
。

し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
こ
そ
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
楊
維
�
独
自
の
、
新
規
開
拓
の
復
古
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
小
楽
府
は
、
復
古
を
装
い
な
が
ら
も
、
実
は
「
今
」
を
隠
し
持
っ
て
い
る
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
体
詩
と
し
て
の
五
言
絶
句
の

リ
ズ
ム
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
体
詩
成
立
以
前
の
古
楽
府
に
回
帰
す
る
の
だ
か
ら
、
平
声
韻
や
平
仄
に
拘
る
必
要
は
な
い
は
ず

な
の
に
、
小
楽
府
の
多
く
は
、
孤
平
、
下
三
連
、
仄
声
韻
が
時
に
散
見
し
つ
つ
も
、
お
お
む
ね
今
体
詩
の
規
則
に
合
っ
た
端
正
な
音
律
を
示

し
て
い
る
。

『
三
閣
詞
』
四
首
（
古
１４
〜
１７
、
内
二
首
は
復
二
１７
、
１８
と
重
複
）
を
例
に
挙
げ
る
。
○
は
平
声
、
●
は
仄
声
、
◎
は
押
韻
（
平
声
）。

「（
一
）
江
南
龍
虎
気
、
楼
閣
照
金
銀
。
望
見
長
安
道
、
不
知
塵
汚
人
。
○
○
○
●
●
、
○
●
●
○
◎
。
●
●
○
○
●
、
●
○
○
●
◎
。

（
二
）
璧
月
幾
時
缺
、
玉
枝
幾
時
枯
。
閣
中
連
理
伴
、
夜
笑
素
娥
孤
。
●
●
●
○
●
、
●
○
●
○
◎
。
●
○
○
●
●
、
●
●
●
○
◎
。

（
三
）
昨
夜
韓
擒
虎
、
将
軍
奏
凱
廻
。
井
中
人
不
死
、
重
帯
美
人
来
。
●
●
○
○
●
、
○
○
●
●
◎
。
●
○
○
●
●
、
○
●
●
○
◎
。

（
四
）
脂
塘
乾
辱
水
、
璧
月
破
清
秋
。
五
佞
誅
新
国
、
江
郎
尚
黒
頭
。
○
○
○
●
●
、
●
●
●
○
◎
。
●
●
○
○
●
、
○
○
●
●
◎
」

第
二
首
の
前
半
が
、「
幾
時
」
を
二
度
繰
り
返
す
レ
ト
リ
ッ
ク
の
た
め
、
平
仄
（
二
四
不
同
）
の
乱
れ
と
孤
平
を
犯
し
て
い
る
の
を
除
け

ば
、
今
体
詩
の
五
言
絶
句
の
詩
律
と
し
て
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。（（
一
）
の
「
汚
」
字
は
仄
声
と
見
な
し
た
）

こ
の
『
三
閣
詞
』
は
、
呉
復
の
注
に
「
先
生
の
四
章
は
語
意
精
工
な
り
。
劉
禹
錫
美
を
唐
に
専
ら
に
す
る
を
得
ず
」
と
あ
る
が
、
劉
禹
錫

の
創
始
し
た
楽
府
題
を
そ
の
ま
ま
お
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
劉
禹
錫
の
方
の
詩
律
は
か
な
り
に
自
由
で
あ
る
。『
楽
府
詩
集
』巻

四
十
七
所
載
の
詩
を
引
く
。

「（
一
）
貴
人
三
閣
上
、
日
晏
未
梳
頭
。
不
応
有
恨
事
、
嬌
甚
却
成
愁
。
●
○
○
●
●
、
●
●
●
○
◎
。
●
○
●
●
●
、
○
●
●
○
◎
。

（
二
）
珠
箔
曲
瓊
鉤
、
子
細
見
揚
州
。
北
兵
那
得
度
、
浪
語
判
悠
悠
。
○
●
●
○
◎
、
●
●
●
○
◎
。
●
○
○
●
●
、
●
●
●
○
◎
。

（
三
）
沈
香
帖
閣
柱
、
金
縷
画
門
�
。
回
首
降
幡
下
、
已
見
黍
離
離
。
○
○
●
●
●
、
○
●
●
○
◎
。
○
●
○
○
●
、
●
●
●
○
◎
。

（
四
）
三
人
出
�
井
、
一
身
登
檻
車
。
朱
門
漫
臨
水
、
不
可
見
鱸
魚
。
○
○
●
○
●
、
●
○
○
●
◎
。
○
○
●
○
●
、
●
●
●
○
◎
」

基
本
的
に
は
、
二
四
不
同
、
反
法
、
粘
法
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
融
通
無
碍
で
あ
る
。（
一
）は
失
粘
、
下
三
連
、
孤
平
、（
二
）

は
失
対
、
失
粘
、（
三
）
は
下
三
連
、（
四
）
は
挟
平
格
が
二
句
も
あ
る
。
劉
禹
錫
と
し
て
は
、
せ
っ
か
く
楽
府
を
作
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今

体
詩
の
規
則
に
縛
ら
れ
ず
に
、
自
由
闊
達
に
作
り
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

楽
府
に
限
ら
ず
、
五
言
絶
句
は
、
仄
声
韻
が
多
い
な
ど
、
七
言
絶
句
等
と
比
べ
て
、
も
と
も
と
詩
律
に
相
当
な
自
由
度
を
認
め
る
形
式
な

の
に
、
楊
維
�
は
、
却
っ
て
よ
り
厳
格
な
態
度
で
、
小
楽
府
の
制
作
に
臨
ん
で
い
る
。

彼
の
七
言
絶
句
の
代
表
作
で
あ
る
『
西
湖
竹
枝
歌
』（『
古
』
巻
十
）
は
押
韻
や
平
仄
を
わ
ざ
と
乱
し
た
作
品
で
あ
る
。
例
え
ば
第
一
首
。

「
蘇
小
門
前
花
満
株
、
蘇
公
堤
上
女
当
�
。
南
官
北
使
須
到
此
、
江
南
西
湖
天
下
無
。
○
●
○
○
○
●
◎
、
○
○
○
●
●
○
◎
。
○
○
●

●
○
●
●
、
○
○
○
○
○
●
◎
」

後
半
、
或
い
は
拗
救
の
つ
も
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
平
仄
に
拘
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
表
現
を
目
指
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
『
四
部
叢
刊
』
本
『
東
維
子
文
集
』
巻
七
に
附
さ
れ
て
い
る
釈
安
の
『
鉄
雅
先
生
拗
律
序
』
に
詳
し
い
。

「
先
生
嘗
て
謂
う
、
律
詩
は
古
な
ら
ず
ん
ば
作
ら
ざ
る
も
可
也
、
と
。
其
の
銭
塘
に
在
る
時
、
諸
生
律
体
を
請
う
が
為
に
、
始
め
て
二
十

首
を
作
る
。
奇
対
多
く
、
其
の
興
を
起
こ
す
は
杜
少
陵
の
如
く
、
事
を
用
い
る
は
李
商
隠
の
如
し
。
江
湖
の
陋
体
は
、
之
が
為
に
一
変
す
。

然
れ
ど
も
律
中
に
於
い
て
、
又
時
に
放
体
を
作
る
。
此
は
乃
ち
類
然（
？
）た
る
天
縦
に
得
、
四
声
八
病
の
拘
り
有
る
の
如
く
な
ら
ず
・
・
・
」

「
律
詩
は
古
な
ら
ず
ん
ば
作
ら
ず
」
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
ざ
と
拗
体
を
作
り
、
四
声
八
病
の
説
が
出
現
す
る
斉
梁
よ
り
も
以
前
の
詩
体
に
復

古
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
小
楽
府
に
つ
い
て
は
、
あ
た
か
も
古
い
革
袋
に
新
し
い
葡
萄
酒
を
盛
る
が
如
く
、
復
古
を
唱
え
な
が
ら
、
詩
律
は
近
体
と
異

な
ら
な
い
と
い
う
不
思
議
な
方
針
を
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
復
古
で
あ
っ
て
実
は
復
古
で
な
い
、
楊
維
�
の
小
楽
府
の
特
質
が
こ
こ
に
端

的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

四
、
新
奇
で
あ
っ
て
新
奇
で
な
い

「
至
正
改
元
、
人
材
輩
出
し
、
新
を
標
し
異
を
領
す
。
則
ち
廉
夫
之
が
雄
為
り
。
而
し
て
元
詩
の
変
は
極
ま
れ
り
矣
」（
顧
嗣
立
『
元
詩
選
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初
集
』（
中
華
書
局

一
九
八
七
）
辛
集

鉄
崖
先
生
楊
維
�
の
小
伝
）

楊
維
�
は
折
に
ふ
れ
て
復
古
を
強
調
す
る
が
、
世
間
で
は
、
そ
の
新
で
あ
り
奇
で
あ
る
点
が
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
当
人
も
得

意
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ろ
う
。『
復
』
巻
二
、
巻
三
に
対
す
る
、
黄
�
の
注
も
、
多
く
そ
の
新
奇
を
指
摘
し
て
称
賛
す
る
。
巻
二
冒
頭

の
『
炮
烙
辞
』（
復
二
１
）
と
そ
れ
に
対
す
る
黄
�
の
評
。

「
炮
烙
復
た
炮
烙
、
是
な
り
や
不
（
い
な
）
や
還
た
是
な
り
や
不
や
。
終
い
に
讒
人
の
虎
を
殺
す
も
、
�
中
の
囚
を
殺
さ
ず
。

評
に
云
う
、
此
れ
独
夫
の
取
る
可
き
処
。
古
人
未
だ
言
わ
ず
」

紂
王
（
独
夫
）
が
残
虐
の
限
り
を
尽
く
し
た
こ
と
は
古
来
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
西
伯
（
周
文
王
）
を
讒
言
し
た
崇
侯
虎
は
後
に
殺

し
た
（
実
は
西
伯
が
滅
ぼ
す
に
任
せ
た
）
の
に
対
し
て
、
讒
言
の
結
果
�
里
に
幽
囚
の
身
と
な
っ
た
西
伯
は
殺
さ
な
か
っ
た
と
い
う
、
こ
の

紂
王
の
決
定
に
評
価
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
詩
人
は
な
く
、
楊
維
�
の
独
創
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
ま
で
に
誰
も
言
わ

な
か
っ
た
こ
と
を
詠
む
と
い
う
点
を
黄
�
は
し
ば
し
ば
評
価
す
る
。
楊
維
�
の
復
古
精
神
に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及
し
な
い
。『
擬
雪
詞
』（
復

三
１４
）
と
そ
の
評
。

「
小
姑
善
く
雪
を
擬
す
、
雪
を
擬
す
広
寒
の
高
き
に
。
剪
り
落
と
す
双
娥
の
髪
、
紛
と
し
て
飛
ば
す
玉
兎
の
毛
。

評
に
曰
く
、
此
の
詞
は
謝
女
の
塩
絮
を
掃
退
す
。
古
今
の
詞
人
の
未
だ
道
わ
ざ
る
所
也
」

晋
の
謝
道
蘊
が
雪
を
塩
と
絮
に
比
し
た
故
事
（『
四
部
叢
刊
』
本
『
世
説
新
語
』
言
語
、
実
は
塩
に
比
し
た
の
は
そ
の
兄
）
な
ど
問
題
に

な
ら
な
い
出
来
栄
え
だ
と
評
し
、
こ
こ
で
も
、
古
今
に
わ
た
っ
て
楊
維
�
以
外
に
は
思
い
つ
け
な
い
着
想
だ
と
い
う
観
点
で
ほ
め
た
た
え
る
。

特
に
、
わ
ず
か
二
十
字
の
中
で
行
わ
れ
る
、
重
層
的
な
複
合
の
新
奇
な
る
に
い
た
く
感
動
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
緑
珠
詞
』（
復
三
２
、

古
６５
・
緑
珠
辞
）
と
評
。

「
井
底
明
月
を
生
ず
、
楼
頭
よ
り
宝
星
墜
つ
。
年
年
金
谷
の
草
、
春
は
美
人
に
入
り
て
青
し
。

評
に
云
う
、
虞
美
人
の
影
を
以
て
入
る
。
事
を
用
い
る
の
妙
な
り
」

前
半
の
緑
珠
の
死
に
対
し
て
、
後
半
に
虞
美
人
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
い
わ
れ
る
虞
美
人
草
を
配
す
る
巧
み
さ
を
指
摘
す
る
。
我
が
国
の
俳

句
の
取
り
合
わ
せ
（
配
合
）、
見
立
て
の
妙
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
も
う
少
し
複
雑
な
の
が
、『
繋
馬
辞
』（
復
三
１６
、
古
４４
）。

「
誰
か
繋
ぐ
西
枝
の
馬
、
馬
嘶
け
ば
花
乱
れ
飛
ぶ
。
花
飛
ぶ
は
猶
お
自
ら
可
な
る
も
、
花
枝
を
折
ら
遣
む
る
莫
れ
。

評
に
云
う
、
独
漉
の
語
律
」

こ
の
評
は
、『
繋
馬
辞
』
が
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
四
の
無
名
氏
『
独
漉
篇
』
の
、
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
最
初
四
句
の
言
い
回
し
を
真

似
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
独
漉
独
漉
、
水
深
く
し
て
泥
濁
る
。
泥
濁
る
は
尚
お
可
な
る
も
、
水
深
け
れ
ば
我
を
殺
さ
ん
。
・
・
・
」

或
い
は
、
李
白
作
の
『
独
漉
篇
』（『
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
五
）
の
方
の
雰
囲
気
に
よ
り
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
独
漉
水
中
の
泥
、
水
濁
り
て
月
を
見
ず
。
月
を
見
ざ
る
は
尚
お
可
な
る
も
、
水
深
け
れ
ば
行
人
没
す
。
・
・
・
」

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
場
合
も
、
黄
�
は
、
楊
維
�
の
復
古＝

古
典
模
倣
を
褒
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
復
仇
を
誓
う
内
容
の
楽
府
『
独

漉
篇
』
と
花
咲
く
中
で
の
男
女
の
別
れ
を
お
そ
ら
く
描
い
た
『
繋
馬
辞
』
を
取
り
合
わ
せ
る
新
奇
を
め
で
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
新
奇
を
見
出
す
方
向
に
の
み
注
意
が
向
い
て
い
る
た
め
か
、
実
は
新
奇
な
ら
ざ
る
も
の
を
新
奇
と
誤
っ
て
見
立
て
る
傾
き
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。『
商
婦
詞
』（
復
三
５
、
古
２７
・
商
婦
詞
二
首
中
の
第
一
首
）。

「
蕩
子
航
船
を
発
す
、
千
里
復
た
万
里
。
願
わ
く
は
金
剪
刀
を
持
っ
て
、
西
江
の
水
を
去
り
剪
ら
ん
。

評
に
云
う
、
二
李
未
だ
説
か
ず
。
奇
特
奇
特
」

二
李
、
す
な
わ
ち
李
白
と
李
賀
の
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
奇
抜
な
発
想
だ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
は
さ
み
で
水
を
き
り
と
る
と
い
う
の
な

ら
ば
、
杜
甫
の
『
戯
題
王
宰
画
山
水
図
歌
』（『
杜
詩
詳
注
』（
中
華
書
局

一
九
七
九
）
巻
九
）
の
第
三
首
に
、

「
尤
も
遠
勢
に
工
み
に
し
て
古
も
比
す
る
莫
し
、
咫
尺
応
に
須
く
万
里
を
論
ず
べ
し
。
焉
く
に
か
并
州
の
快
剪
刀
を
得
て
、
呉
松
半
江
の

水
を
剪
取
せ
ん
」

と
あ
る
で
は
な
い
か
。『
商
婦
詞
』
と
比
べ
る
と
、「
万
里
」、「
剪
刀
」、「
江
水
」
と
い
う
語
が
一
致
し
て
お
り
、
し
か
も
「
里
」、「
水
」
の

韻
字
が
全
く
同
じ
で
あ
る
。
楊
維
�
が
こ
の
杜
甫
の
詩
を
意
識
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
黄
�
の
つ
も
り
と
し
て
は
、
杜
甫
の
詩
の

方
は
山
水
図
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
商
婦
詞
』
の
眼
目
は
、
川
を
断
ち
切
っ
て
夫
の
旅
路
を
じ
ゃ
ま
し
よ
う
と
い

う
突
飛
な
発
想
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、「
二
李
未
だ
説
か
ず
、
奇
特
奇
特
」
と
い
う
語
調
か
ら
は
、
新
奇
な
面
ば
か
り
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を
楊
維
�
の
詩
に
求
め
る
余
り
、
杜
甫
の
詩
の
存
在
に
思
い
至
ら
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。

『
採
蓮
曲
』
二
首
中
の
第
一
首
（
復
三
１１
、
古
３１
・
采
蓮
曲
二
首
中
の
第
一
首
）
に
対
す
る
黄
�
の
評
も
、
新
奇
を
愛
す
る
偏
向
の
た
め

に
、
重
大
な
見
落
と
し
を
し
て
い
る
。

「
東
湖
に
蓮
葉
を
採
り
、
南
湖
に
蓮
花
を
採
る
。
一
花
と
一
葉
と
、
持
し
て
阿
侯
の
家
に
寄
せ
ん

評
に
云
う
、
古
楽
府
未
だ
此
の
語
有
ら
ず
」

「
古
楽
府
」
が
六
朝
以
前
の
楽
府
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
作
品
は
、
李
賀
の
『
�
水
辞
』（『
楽
府
詩
集
』
巻

五
十
九
）
の
詩
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

「
今
宵
は
好
き
風
日
、
阿
侯
は
何
処
に
在
り
や
。
傾
城
の
色
有
る
が
為
に
、
翻
っ
て
愁
苦
足
る
を
成
す
。
東
湖
に
蓮
葉
を
採
り
、
南
湖
に

蒲
根
を
抜
く
。
未
だ
持
し
て
小
姑
に
寄
せ
ず
、
且
く
持
し
て
愁
魂
に
感
ぜ
し
む
」

現
代
な
ら
ば
盗
作
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
ほ
ど
の
、
両
作
品
の
相
似
を
無
視
し
て
、
黄
�
が
楊
維
�
の
独
創
を
ほ
め
た
た
え
た

と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
。
確
か
に
『
採
蓮
曲
』
は
同
じ
詩
句
を
使
い
な
が
ら
、『
�
水
辞
』
と
違
う
風
格
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
だ
が
、

そ
れ
な
ら
ば
李
賀
の
詩
の
存
在
に
当
然
言
及
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
単
に
、
楊
維
�
の
作
品
は
と
に
か
く
新
奇
で
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
、
先

入
観
に
妨
げ
ら
れ
て
、
李
賀
の
詩
を
思
い
出
さ
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
思
う
。

以
上
が
、
楊
維
�
が
新
奇
で
あ
っ
て
新
奇
で
な
い
と
筆
者
が
見
な
す
所
以
で
あ
る
。
こ
の
一
筋
縄
で
い
か
な
い
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
逆
説
的

な
意
味
で
、
楊
維
�
の
新
奇
が
あ
る
。
楊
維
�
は
、
或
い
は
、
黄
�
が
自
分
の
か
か
る
作
風
を
本
当
に
理
解
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
作

品
を
呈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
か
め
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
黄
�
か
ら
は
浅
い
評
価
し
か
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
あ

た
り
に
、
後
年
の
二
人
の
齟
齬
が
兆
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
楊
維
�
は
小
楽
府
に
お
い
て
何
を
目
指
し
た
か

か
く
、
復
古
に
し
て
復
古
な
ら
ず
、
新
奇
に
し
て
新
奇
な
ら
ず
、
と
い
う
複
雑
な
境
地
を
得
る
べ
く
、
そ
の
天
才
と
努
力
を
つ
ぎ
込
ん
で
、

楊
維
�
は
小
楽
府
に
お
い
て
独
創
性
を
発
揮
し
よ
う
と
し
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
黄
�
も
含
め
て
一
般
に
は
理
解
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
終
わ
っ

て
い
る
。

小
楽
府
に
対
す
る
低
い
評
価
の
代
表
と
し
て
、
�
紹
基
主
編
『
元
代
文
学
史
』（
人
民
文
学
出
版
社

一
九
九
一
）
の
、
第
二
十
二
章

元

代
後
期
詩
文
作
家

第
一
節

楊
維
�

で
、
そ
の
小
楽
府
に
言
及
し
た
部
分
を
引
く
。

「（『
小
楽
府
』
は
、）
実
際
は
是
五
言
四
句
体
に
し
て
、
句
法
は
頗
る
五
言
絶
句
に
象
（
に
）
る
、
只
だ
近
体
の
的
の
平
仄
規
律
に
按
ぜ
ざ

る
に
過
ぎ
ざ
る
而
已
。（
個
別
の
篇
の
平
仄
の
格
律
は
一
に
五
絶
の
如
し
）
這
れ
些
（
ら
）
の
詩
は
一
般
に
写
し
得
て
比
較
し
て
含
蓄
あ
り
。

『
蘇
台
曲
』「
呉
王
高
宴
を
張
り
、
台
下
に
犀
兵
を
閲
す
。
高
台
三
百
里
、
越
王
の
城
を
見
ず
」
の
如
き
は
、
此
の
詩
は
呉
王
歓
飲
し
て
敵
を

忘
る
る
を
諷
す
。
黄
�
後
の
二
句
を
「
十
字
貶
意
尽
く
る
無
し
」
と
説
く
も
、
未
だ
溢
美
を
免
れ
ず
。
其
の
実
は
楊
維
�
の
的
の
這
の
類
の

小
楽
府
は
、
特
色
多
か
ら
ず
、
些
（
い
く
）
つ
か
の
作
品
は
還
お
較
（
や
）
や
晦
渋
た
る
有
り
。
甚
だ
し
く
は
、
其
の
詠
む
所
の
対
象
究
（
つ
）

い
に
歴
史
上
の
的
の
何
人
何
事
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
に
至
る
」

筆
者
か
ら
見
れ
ば
、
黄
�
同
様
、
通
り
一
遍
の
評
価
に
思
え
る
。
ま
ず
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
小
楽
府
の
殆
ど
は
五
絶
の
格
律
を
守
っ

て
お
り
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
比
べ
る
と
む
し
ろ
「
規
律
に
按
じ
」
て
い
る
。
そ
の
こ
と
こ
そ
が
楊
維
�
の
小
楽
府
の
特
徴
で
は
な
い
か
。

『
蘇
台
曲
』（
古
５９
、
復
二
８
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
含
蓄
を
評
価
し
つ
つ
も
黄
�
は
褒
め
す
ぎ
だ
と
い
う
。
文
学
的
価
値
は
そ
う
か
も
し

れ
な
い
が
、
楊
維
�
が
そ
の
「
含
蓄
」
を
醸
し
出
す
た
め
に
い
か
に
努
力
し
て
い
る
か
と
い
う
視
点
が
抜
け
て
い
る
。
こ
こ
の
『
蘇
台
曲
』

は
、
黄
�
の
評
の
附
く
『
復
』
の
方
を
引
い
て
い
る
が
、『
古
』
巻
九
で
は
結
句
は
「
忽
ち
越
王
の
城
を
見
る
」
に
作
る
。『
古
』
と
『
復
』

の
テ
ク
ス
ト
の
関
係
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
不
明
な
点
が
多
い
が
、
少
な
く
と
も
楊
維
�
の
推
敲
の
あ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、

先
に
『
四
庫
提
要
』
が
列
挙
し
た
、『
古
』
と
『
復
』
の
テ
ク
ス
ト
の
違
い
は
、
単
に
転
写
の
誤
り
で
は
な
く
、
ま
し
て
楊
維
�
の
気
ま
ぐ

れ
で
は
な
く
、「
改
定
す
る
所
有
り
」
だ
っ
た
の
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
一
字
一
字
に
拘
っ
た
飽
く
な
き
改
定
の
努
力
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

「
特
色
多
か
ら
ず
」
と
い
う
の
も
一
方
的
な
断
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
楊
維
�
の
た
く
ら
み
が
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
よ
り
も
多
く
こ
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に「
較
や
晦
渋
た
る
有
」る
こ
と
は
、
た
し
か
に
免
れ
な
か
っ

た
。
な
ま
な
か
な
読
者
の
理
解
を
拒
否
す
る
面
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
『
楽
府
詩
集
』
を
座
右
に
し
て
、
古
楽
府
よ
り
、
李
白
、
李
賀
、
劉
禹

三
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錫
等
に
至
る
流
れ
を
把
握
し
た
上
で
、
過
去
の
作
品
に
対
し
て
、
楊
維
�
が
、
何
を
模
倣
し
、
何
を
付
け
加
え
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
読
め

ば
、
そ
れ
ほ
ど
理
解
不
能
だ
と
い
う
こ
と
も
な
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
一
般
の
評
価
に
対
し
て
、
筆
者
は
楊
維
�
の
小
楽
府
の
弁
護
に
努
め
た
い
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
僅
々
二
十
字
に
か
く
も

濃
密
な
内
容
を
詰
め
込
む
の
は
、
無
理
が
あ
り
、
読
者
に
と
っ
て
迷
惑
な
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
二
十
字
の
余
裕
す
ら
も
削

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
不
必
要
な
ま
で
の
同
字
の
反
復
の
こ
と
を
、
筆
者
は
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
に
引
い
た
『
炮
烙
辞
』
も
「
炮
烙
復
炮
烙
、
是
不
還
是
不
」
と
繰
り
返
し
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
絶
え
る
こ
と
の
な
い
紂
王
の
暴
虐

を
強
調
す
る
上
で
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、
後
半
の
十
字
の
み
で
「
古
人
未
だ
言
わ
ざ
る
」
所
を
表
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
十
字
の
内
に
、
ま
た
「
殺
」
の
字
を
二
回
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
摘
瓜
詞
』
も
、
四
句
そ
れ
ぞ
れ
「
瓜
」
字
を
使
う
過
剰
さ
で
あ
っ
た
。『
楊
柳
詞
』
の
第
二
首
（
古
３４
、
復
三
１０
）
も
同
様
。

「
長
き
条
（
え
だ
）
は
一
丈
の
長
さ
、
長
き
こ
と
紫
糸
の
�
に
似
た
り
。
長
き
条
は
輓
け
ば
断
た
れ
易
き
に
、
五
馬
横
塘
を
過
ぐ
」

こ
れ
は
、
情
愛
の
綿
々
と
長
き
こ
と
を
暗
示
す
る
た
め
に
「
長
」
の
字
を
重
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
さ
す
が
に
無
意
味
な
ま
で
の
重
複

で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
も
「
条
」
字
も
二
度
繰
り
返
し
て
い
る
。

何
故
に
こ
こ
ま
で
繰
り
返
し
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
レ
ト
リ
ッ
ク
上
の
効
果
か
ら
論
ず
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者

は
あ
え
て
別
の
角
度
か
ら
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
過
剰
な
表
現
意
欲
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
楊
維
�
が
、
何
故
よ
り
に
よ
っ
て
そ
れ
を
わ

ず
か
二
十
字
の
中
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
さ
ら
に
字
数
を
削
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
し
た
の
か

と
い
う
風
に
問
い
か
け
て
答
え
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
十
分
な
答
え
に
な
っ
て
い
る
か
心
許
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
る
。
楊
維
�
は
、
極
限
的
な
短
さ
を
も
つ
韻
文
に
よ
っ

て
の
み
、
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
何
者
か
を
追
究
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
「
何
者
か
」
は
言
葉
で
表
せ
な
い
微
妙
な
も
の
で
あ
る

か
ら
「
何
者
か
」
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
文
学
的
効
用
を
も
つ
形
で
立
ち
現
れ
る
「
何
者

か
」
を
筆
者
は
想
定
し
て
い
る
。
彼
の
長
編
の
古
楽
府
で
は
、
過
剰
な
ま
で
の
表
現
意
欲
が
禍
し
て
、
冗
長
、
冗
漫
に
な
る
と
い
う
欠
点
が

あ
っ
た
。
表
現
に
割
り
当
て
ら
れ
る
字
数
の
余
裕
が
少
な
く
な
る
と
そ
の
欠
点
は
避
け
る
ほ
か
な
く
な
り
、
詠
ま
れ
る
べ
き
人
物
や
事
件
の

描
写
は
、
よ
け
い
な
枝
葉
末
節
を
刈
り
取
ら
れ
る
。
対
象
の
個
別
的
な
部
分
が
抑
え
ら
れ
る
と
、
普
遍
的
な
理
念
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が

立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
も
は
や
歴
史
上
の
呉
王
や
越
王
や
ら
を
詠
ん
だ
詩
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
名
も
な
き
庶
民
を
詠
ん
だ
場
合
も
、

特
定
の
時
代
の
、
特
定
の
地
方
の
、
特
定
の
誰
か
で
は
な
く
、
規
定
が
少
な
い
だ
け
に
誰
に
も
当
て
は
ま
る
普
遍
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
普
遍
性
を
獲
得
し
た
か
ら
こ
そ
、
小
楽
府
は
、
時
空
を
超
え
て
、
別
の
時
代
、
別
の
地
域
に
生
き
る
読
者
の
心
に
直
接
に
響
く
力
を
持

つ
の
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
に
楊
維
�
は
そ
の
天
才
を
賭
け
た
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、『
元
代
文
学
史
』が
欠
点
と
見
な
し
た
、「
歴

史
上
の
何
人
何
事
な
る
か
を
知
ら
ず
」
と
い
う
点
こ
そ
、
ま
さ
に
楊
維
�
の
狙
い
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

六
、
お
わ
り
に

復
古
に
し
て
復
古
な
ら
ず
、
新
奇
に
し
て
新
奇
な
ら
ず
と
い
う
よ
う
な
複
雑
な
境
地
を
表
現
し
よ
う
と
い
う
過
剰
な
意
欲
、
そ
の
一
方
で

き
る
だ
け
短
い
字
数
の
中
で
枝
葉
末
節
を
そ
ぎ
落
と
し
た
純
粋
無
二
の
表
現
を
す
る
よ
う
に
自
ら
を
追
い
込
む
。
こ
の
よ
う
な
楊
維
�
の
矛

盾
に
満
ち
た
制
作
態
度
か
ら
、筆
者
は
突
飛
な
発
想
で
あ
る
が
、我
が
国
の
俳
句
に
つ
な
が
る
よ
う
な
文
学
精
神
と
同
様
な
も
の
を
感
じ
る
。

復
古
と
新
奇
の
不
思
議
な
組
み
合
わ
せ
は
、
俳
句
に
も
あ
る
。
わ
ず
か
十
七
字
、
さ
ら
に
季
語
な
ど
の
制
約
が
多
い
、
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

る
何
か
が
、
俳
句
に
も
あ
る
。
中
国
の
五
言
絶
句
は
二
十
字
、
漢
字
一
字
あ
た
り
の
情
報
量
は
、
日
本
の
仮
名
で
換
算
す
る
と
二
倍
に
も
三

倍
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
俳
句
と
比
較
す
れ
ば
長
す
ぎ
る
。
楊
維
�
に
と
っ
て
も
長
す
ぎ
る
。
楊
維
�
が
目
指
し
た
も
の
は
、
最
小
の
韻
文

た
る
五
言
絶
句
よ
り
も
も
っ
と
少
な
い
分
量
で
な
け
れ
ば
表
現
で
き
な
い
何
か
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
だ
が
、
そ
の
何
か
は
現
在
筆
者
に

は
容
易
に
説
明
で
き
そ
う
に
な
い
。
五
言
絶
句
と
俳
句
の
研
究
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
相
似
と
違
い
に
つ
い
て
、
本
質
的
な
理

解
を
得
た
上
で
、
再
び
論
ず
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

四
〇

楊
維
�
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小
楽
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附
録

楊
維
�
『
小
楽
府
』
目
録

●
１９
連
理
枝
（
復
三
４
）

●
４０
纜
船
石
（
復
三
８
・
纜
舟
石
）

○
２０
朱
邸
曲

●
４１
望
郷
台
（
復
二
９
）

『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
巻
九

●
２１
高
楼
曲
（
復
三
２３
・
空
桑
曲
）

○
４２
乞
巧
詞

●
１
城
門
曲
（
復
二
７
）

●
２２
玉
蹄
�
（
復
三
２２
）

●
４３
聞
雁
篇
（
復
三
１５
）

●
２
烽
燧
曲
（
復
二
２
）

○
２３
珊
瑚
鞭

●
４４
繋
馬
辞
（
復
三
１６
）

○
３
関
山
月

○
２４
浣
女
詞

●
４５
買
妾
言
（
復
三
２０
）

●
４
飲
馬
窟
（
復
二
１０
）

○
２５
績
婦
詞

●
４６
続
弦
言
（
復
三
１９
）

○
５
剣
客
篇
＊

○
２６
織
婦
曲

○
４７
帰
客
誤
一

●
６
侠
客
詞
（
復
二
１１
・
侠
客
辞
）

●
２７
商
婦
詞
一
（
復
三
５
・
商
婦
詞
）

○
４８
帰
客
誤
二

●
７
放
麑
詞
（
復
二
３
・
放
麑
辞
）

○
２８
商
婦
詞
二

○
４９
自
君
之
出
矣
一

●
８
牧
羝
曲
（
復
二
４
）

○
２９
清
塘
曲

○
５０
自
君
之
出
矣
二

●
９
摘
瓜
詞
（
復
二
２１
・
摘
瓜
辞
）

●
３０
春
波
曲
（
復
三
１７
）

○
５１
呉
子
夜
四
時
歌
一

●
１０
桑
陰
曲
（
復
二
１６
・
秦
宮
曲
）

●
３１
采
蓮
曲
一
（
復
三
１１
・
採
蓮
曲
一
）

○
５２
呉
子
夜
四
時
歌
二

●
１１
貞
婦
詞
（
復
二
５
・
漸
台
曲
）

●
３２
采
蓮
曲
二
（
復
三
１２
・
採
蓮
曲
二
）

○
５３
呉
子
夜
四
時
歌
三

●
１２
朱
�
令
女
（
復
二
２０
）

●
３３
楊
柳
詞
一
（
復
三
９
）

○
５４
呉
子
夜
四
時
歌
四

●
１３
妲
己
図
（
復
二
１５
）

●
３４
楊
柳
詞
二
（
復
三
１０
）

●
５５
屈
婦
辞
（
復
二
６
・
北
郭
辞
）

●
１４
三
閣
詞
一
（
復
二
１７
・
三
閣
辞
）

○
３５
寄
春
曲

○
５６
新
来
子

○
１５
三
閣
詞
二

●
３６
賭
春
曲
（
復
三
１３
）

○
５７
同
宮
子

●
１６
三
閣
詞
三
（
復
二
１８
・
臙
脂
井
）

●
３７
玉
鏡
台
（
復
三
７
）

○
５８
陽
台
曲

○
１７
三
閣
詞
四

○
３８
回
文
字

●
５９
蘇
台
曲
（
復
二
８
）

●
１８
雌
雄
曲
（
復
三
３
）

●
３９
生
合
歓
（
復
三
６
・
合
歓
辞
）

○
６０
邯
鄲
道

○
６１
昭
陽
曲
（
復
二
１３
）

『
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
』
巻
二

●
２１
摘
瓜
辞
（
古
９
・
摘
瓜
詞
）

○
６２
団
扇
歌

○
１
炮
烙
辞

○
２２
食
桃
辞

●
６３
白
頭
吟
（
復
三
１
）

●
２
烽
燧
曲
（
古
２
）

●
６４
銅
雀
曲
（
復
二
１４
）

●
３
放
麑
辞
（
古
７
・
放
麑
詞
）

『
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
』
巻
三

●
６５
緑
珠
辞
（
復
三
２
・
緑
珠
詞
）

●
４
牧
羝
曲
（
古
８
）

●
１
白
頭
吟
（
古
６３
）

●
６６
焦
仲
卿
妻
（
復
二
１９
）

●
５
漸
台
曲
（
古
１１
・
貞
婦
詞
）

●
２
緑
珠
詞
（
古
６５
・
緑
珠
辞
）

○
６７
小
臨
海
曲
十
首
一

●
６
北
郭
辞
（
古
５５
・
屈
婦
辞
）

●
３
雌
雄
曲
（
古
１８
）

○
６８
二

●
７
城
門
曲
（
古
１
）

●
４
連
理
枝
（
古
１９
）

○
６９
三

●
８
蘇
台
曲
（
古
５９
）

●
５
商
婦
詞
（
古
２７
・
商
婦
詞
一
）

○
７０
四

●
９
望
郷
台
（
古
４１
）

●
６
合
歓
辞
（
古
３９
・
生
合
歓
）

○
７１
五

●
１０
飲
馬
窟
（
古
４
）

●
７
玉
鏡
台
（
古
３７
）

○
７２
六

●
１１
侠
客
辞
（
古
６
・
侠
客
詞
）

●
８
纜
舟
石
（
古
４０
・
纜
船
石
）

○
７３
七

○
１２
剣
客
辞
＊

●
９
楊
柳
詞
一
（
古
３３
）

○
７４
八

●
１３
昭
陽
曲
（
古
６１
）

●
１０
楊
柳
詞
二
（
古
３４
）

○
７５
九

●
１４
銅
雀
曲
（
古
６４
）

●
１１
採
蓮
曲
一
（
古
３１
・
采
蓮
曲
一
）

○
７６
十

●
１５
妲
己
図
（
古
１３
）

●
１２
採
蓮
曲
二
（
古
３２
・
采
蓮
曲
二
）

○
７７
桂
水
五
千
里
四
首
一

●
１６
秦
宮
曲
（
古
１０
・
桑
陰
曲
）

●
１３
賭
春
曲
（
古
３６
）

○
７８
二

●
１７
三
閣
辞
（
古
１４
・
三
閣
詞
一
）

○
１４
擬
雪
詞

○
７９
三

●
１８
臙
脂
井
（
古
１６
・
三
閣
詞
三
）

●
１５
聞
雁
篇
（
古
４３
）

○
８０
四

●
１９
焦
仲
卿
妻
（
古
６６
）

●
１６
繋
馬
辞
（
古
４４
）

●
２０
朱
�
令
女
（
古
１２
）

●
１７
春
波
曲
（
古
３０
）

四
二

楊
維
�
『
小
楽
府
』
に
つ
い
て

四
三



○
１８
弾
瑟
篇

●
１９
続
弦
言
（
古
４６
）

●
２０
買
妾
言
（
古
４５
）

○
２１
去
妾
詞

●
２２
玉
蹄
�
（
古
２２
）

●
２３
空
桑
曲
（
古
２１
・
高
楼
曲
）

○
２４
女
蔓
草

各
作
品
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
通
し
番
号
を
振
っ
た
。

古
は
『
鉄
崖
先
生
古
楽
府
』
巻
九
の
略
称
。
復
は
『
鉄
雅
先
生
復
古
詩
集
』
の
略
称
。
復
二
、
復
三
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
巻
二
、
巻
三
を
指

す
。●

は
古
と
復
で
重
複
し
て
い
る
作
品
。
○
は
一
方
に
し
か
な
い
者
。

（

）
内
は
、
重
複
し
て
い
る
作
品
が
、
ど
こ
に
あ
る
か
を
示
す
。
楽
府
題
が
違
う
場
合
は
・
の
後
に
異
同
を
記
し
た
。

連
作
は
原
文
で
は
「
又
」
と
し
か
記
し
て
い
な
い
。
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
筆
者
が
漢
数
字
の
番
号
を
付
け
加
え
た
。

＊
の
二
首
は
ほ
ぼ
同
名
の
楽
府
題
で
、
字
句
も
相
似
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
や
は
り
異
な
る
作
品
な
の
で
、
別
々
の

も
の
と
見
な
し
た
。

四
四




